
政
府
は
定
年
を
６
５
歳
に
引

き
上
げ
る
に
当
た
っ
て
、
次
の

論
点
（
要
旨
）
に
つ
い
て
検
討

す
る
よ
う
人
事
院
に
要
請
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
論
点
整
理
に
は
次

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
１
）
段
階
的
に
引
き
上
げ
て

い
く
と
し
て
も
「
雇
用
と
年
金

の
確
実
な
接
続
」
を
図
る
た
め

に
は
、
現
在
す
で
に
特
例
支
給

が
６
３
歳
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
６
３
歳
ま
で
に
直
ち
に
定

年
延
長
を
行
う
こ
と
が
基
本
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
予
算
措
置

等
を
考
慮
す
れ
ば
段
階
的
な
延

長
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
必
要
と
な
る
定
員
は

総
定
員
法
の
枠
内
で
柔
軟
に
運

用
す
る
な
ど
し
て
新
規
採
用
を

抑
制
せ
ず
定
員
確
保
を
行
い
、

少
な
く
と
も
６
５
歳
ま
で
無
年

金
と
な
る
平
成
３
４
年
度
ま
で

に
は
６
５
歳
定
年
と
な
る
よ
う

段
階
的
に
措
置
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

（
２
）
人
事
院
が
２
０
１
１
年

に
行
っ
た
「
意
見
の
申
出
」
で

は
、
役
職
定
年
制
の
対
象
を
本

府
省
の
局
長
・
部
長
・
課
長
級

を
基
本
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
「
論
点
」
で
は
、
本
省
・

地
方
支
分
部
局
等
の
管
理
職
ま

で
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
旧
建
設
で
は
、
課

長
、
出
張
所
長
な
ど
管
理
職
が

多
く
存
在
し
て
い
る
た
め
、
他

省
庁
と
運
用
上
差
異
が
生
じ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
役
職
定
年
制
の
対
象

者
の
基
準
や
要
件
が
あ
い
ま
い

な
ま
ま
個
別
に
判
断
す
る
な

ら
、
こ
れ
ま
で
処
遇
改
善
に
消

極
的
な
姿
勢
を
示
す
旧
建
設
で

は
、
任
命
権
者
の
判
断
で
自
在

に
運
用
さ
れ
職
場
の
中
に
差
別

選
別
を
生
み
出
す
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
６
０
歳
だ
か
ら
と
い

う
年
齢
の
み
で
管
理
職
か
ら
降

格
や
降
任
さ
せ
る
こ
と
は
、
個

人
の
能
力
や
希
望
を
尊
重
し
培

っ
た
経
験
や
知
識
を
生
か
す
の

で
は
な
く
年
齢
の
み
を
判
断
と

す
る
「
年
齢
差
別
」
と
い
え
ま

す
。
役
職
定
年
の
範
囲
な
ど
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

（
３
）
民
間
企
業
の
６
０
歳
台

前
半
の
正
社
員
の
給
与
水
準
が

６
０
歳
時
よ
り
下
が
っ
て
い
る

と
し
て
、
６
０
歳
以
降
の
賃
金

を
引
き
下
げ
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
職
務
内
容
に
つ
い
て
一
切

考
慮
せ
ず
年
齢
だ
け
を
も
っ
て

賃
金
を
引
き
下
げ
る
も
の
で

す
。
総
人
件
費
抑
制
あ
り
き
で

あ
り
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
な

ら
、
低
下
は
や
む
を
得
な
い
と

の
考
え
方
と
言
え
ま
す
。
諸
手

当
も
給
与
と
同
様
に
引
き
下
げ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
問
題
で

す
。
働
く
意
欲
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
し
か
与
え
ま
せ
ん
。

２
０
１
１
年
の
「
意
見
の

申
出
」
で
は
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
を
根
拠
と
し
て
６
０
歳

以
降
の
給
与
は
６
０
歳
前
の
７

３
％
、
年
間
所
得
は
７
０
％
が

妥
当
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
に
は
職

務
・
職
階
や
定
年
延
長
・
再
雇

用
な
ど
の
雇
用
形
態
の
違
い
が

考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

民
間
準
拠
で
あ
れ
ば
、
公
務

と
正
当
に
比
較
で
き
る
デ
ー
タ

ー
に
基
づ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

（
４
）
６
０
歳
以
後
定
年
退
職

日
前
の
再
任
用
短
時
間
勤
務
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
俸
給
・
手

当
と
も
現
行
の
再
任
用
短
時
間

職
員
の
取
り
扱
い
を
基
本
と
す

る
な
ら
無
年
金
の
中
で
、
現
行

再
任
用
の
賃
金
で
は
生
活
で
き

る
も
の
で
は
な
く
手
当
を
含
め

改
善
を
行
な
い
導
入
す
る
べ
き

で
す
。

ま
た
、
定
年
前
な
の
で
退
職

金
の
水
準
に
不
公
平
感
が
生
じ

な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
５
）
能
力
、
実
績
に
基
づ
い

た
人
事
管
理
の
徹
底
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
分
限
処
分
が
横
行

し
成
績
主
義
の
強
化
が
図
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
過
去
の
歴
史
か

ら
み
て
旧
建
設
の
職
場
で
は
、

「
人
事
管
理
の
徹
底
＝
物
言
わ

ぬ
管
理
職
員
」
と
な
り
、
当
局

の
意
向
が
絶
対
と
な
り
、
法
令

遵
守
の
精
神
は
薄
れ
、
差
別
・

選
別
強
化
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
職
場
の
民
主
化
か

ら
逆
行
し
ま
す
。

人
事
院
は
こ
れ
ま
で
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
な
ど
で
６
０
歳
以

前
の
給
与
を
引
き
下
げ
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
政
府
は
定
年
延
長
に
伴

っ
て
６
０
歳
以
降
の
賃
金
引
下
げ
を

行
な
う
な
ど
総
人
件
費
抑
制
を
前
提

と
し
て
制
度
設
計
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
最
大
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
退
職
金
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
定
年
延
長
は
雇
用
と

年
金
の
接
続
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
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今
年
２
月
、
政
府
の
公
務
員
の
定
年
の
引
き
上
げ
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
が
「
定
年
延
長
に
関
す
る
論
点
」
を
ま
と
め
、

人
事
院
に
制
度
設
計
の
検
討
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

総
人
件
費
抑
制
を
前
提
に
労
働

条
件
を
切
り
下
げ
る
な

①
新
規
採
用
や
職
員
の
年
齢

構
成
へ
の
影
響
を
勘
案
し
段

階
的
な
引
き
上
げ

②
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

計
画
的
な
人
材
育
成
・
能
力

開
発

③
組
織
活
力
維
持
の
た
め
能

力
及
び
実
績
に
基
づ
い
た
人

事
管
理
の
徹
底
、
本
府
省
・

地
方
機
関
の
管
理
職
以
上
の

職
員
を
対
象
に
役
職
定
年
制

の
導
入
等

④
民
間
給
与
水
準
と
の
均
衡

確
保
及
び
総
人
件
費
抑
制
の

必
要
性
を
踏
ま
え
６
０
歳
以

上
の
職
員
の
給
与
水
準
を
一

定
程
度
引
き
下
げ

⑤
６
０
歳
以
降
定
年
年
齢
ま

で
の
職
員
を
短
時
間
勤
務
で

再
任
用
す
る
仕
組
み
の
導
入
、

自
主
的
な
選
択
と
し
て
早
期

退
職
の
支
援

⑥
加
齢
困
難
職
種
の
取
り
扱

い
等

西
日
本
を
中
心
と
す

る
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
で
の

救
援
や
復
旧
に
奮
闘
さ

れ
て
い
る
職
員
、
関
連

業
者
に
対
し
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
国
民

の
安
全
安
心
を
守
る
こ

れ
ら
の
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

安
全
と
健
康
に
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。



す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
度
「
骨
太

の
方
針
」
で
も
「
意
欲
あ
る
高
齢
者

に
働
く
場
を
準
備
す
る
こ
と
は
、
働

き
た
い
と
考
え
る
高
齢
者
の
希
望
を

か
な
え
る
た
め
に
も
、
人
口
減
少
の

中
で
潜
在
成
長
力
を
引
き
上
げ
る
た

め
に
も
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
的
課
題
で
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
働

く
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
の
定
年
延

長
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
６
０
歳
と
い
う
年
齢
で

給
与
を
下
げ
る
こ
と
を
打
ち
出
し
働

く
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
そ
の
結
果
早

期
退
職
に
名
を
借
り
た
「
天
下
り
」

を
助
長
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
人
事
院
の
「
意
見
の
申
出
」

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
早
け
れ
ば
人
事
院
勧
告

の
時
期
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

定
年
延
長
の
課
題
は
、
管
理
職
員

だ
け
の
要
求
で
は
な
く
、
職
場
全
員

の
課
題
で
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、
人

事
院
本
院
・
地
方
事
務
局
に
対
し
処

遇
低
下
の
な
い
、
働
く
意
欲
の
も
て

る
制
度
設
計
を
行
う
よ
う
に
追
及
し

て
い
き
ま
す
。

東
北
支
部

６
月
１
６
日
、
第
２
０
回
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
「
復
興
事
業
終
盤
、
道

路
部
に
よ
る
事
務
所
へ
の
締
め

付
け
が
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
う

し
た
仕
事
の
進
め
方
、
や
り
方

が
パ
ワ
ハ
ラ
の
温
床
に
な
っ
て

い
る
」
「
危
機
管
理
の
名
の
も

と
危
機
管
理
当
番
で
職
員
を
拘

束
し
て
い
る
」
「
発
注
と
技
術

審
査
の
分
離
が
、
業
務
の
発
注

で
は
さ
れ
て
い
な
い
。
品
確
部

門
の
体
制
を
確
保
し
て
分
離
す

べ
き
」
な
ど
業
務
執
行
へ
の
意

見
が
で
て
い
ま
し
た
。

北
陸
支
部
６
月
９
日
、

第
２
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
で
は
「
一
人
出

張
所
」
の
実
態
が
報
告
さ
れ
災

害
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
や
再
任
用
者
で
は
サ
ー
ビ

ス
残
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
職
場
実
態
や
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昇
任
、
昇
格
等
の
デ
タ
ラ
メ
な

「
総
合
評
価
」
を
改
め
さ
せ
る

こ
と
、
増
員
や
業
務
執
行
体
制

の
見
直
し
、
再
任
用
改
善
な
ど

新
た
な
飛
躍
を
勝
ち
取
る
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
支
部

６
月
９
日
（
土
）
第
２
１
回

支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。大

会
で
は
「
管
理
職
の
み

な
ら
ず
、
一
般
職
員
が
将
来
展

望
を
持
て
る
政
策
が
必
要
で
は

な
い
か
」
「
昇
格
等
の
政
策
は

国
交
労
組
建
設
支
部
と
意
見
交

換
し
共
同
し
て
作
る
の
が
よ

い
」
「
管
理
職
員
を
孤
立
さ
せ

な
い
た
め
に
も
今
後
、
具
体
的

な
運
動
提
起
が
必
要
」
等
、
方

針
を
補
強
す
る
立
場
の
意
見
が

出
さ
れ
、
参
加
者
で
議
論
し
な

が
ら
方
針
案
の
補
強
等
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
運
動
方
針
等
を
採

択
、
新
執
行
部
を
選
出
し
、
最

後
は
星
野
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
終
わ
り
ま
し

た
。

中
部
支
部

６
月
９
日
（
土
）
第
２
１
回

支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。代

議
員
か
ら
は
、
定
年
後
の

働
き
方
、
所
得
確
保
へ
の
不
安
、

管
理
職
と
し
て
の
業
務
の
進
め

方
や
増
員
要
求
に
も
っ
と
力
を

注
ぐ
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
任
管
理
職
の
代
議

員
か
ら
は
「
仕
事
が
わ
か
ら
な

く
て
も
相
談
が
で
き
な
い
、
ユ

ニ
オ
ン
の
仲
間
が
い
れ
ば
気
楽

に
相
談
が
で
き
る
」
と
の
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。
田
中
元
支
部

副
委
員
長
公
務
災
害
認
定
の
取

り
組
み
を
強
め
て
い
く
こ
と
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
支
部

６
月
９
日
、
第
２
１
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
理

職
特
勤
の
不
支
給
問
題
の
当
事

者
か
ら
は
、
春
冷
え
の
夜
中
三

時
か
ら
六
時
間
の
間
、
ト
イ
レ

も
ま
ま
な
ら
な
い
頻
繁
の
メ
ー

ル
や
電
話
対
応
を
し
て
も
、『
こ

れ
だ
け
や
っ
て
も
手
当
は
出
さ

な
い
の
？
』
が
実
感
。
手
当
の

支
給
改
善
が
必
要
だ
。

災
害
体
制
の
問
題
で
は
、
病

休
者
が
七
割
の
所
属
に
い
る
。

そ
の
業
務
は
課
長
が
や
る
し
か

な
い
。
そ
の
結
果
、
課
長
ま
で

も
心
の
病
に
罹
る
。
現
在
の
災

害
対
策
運
営
計
画
は
二
四
時
間

も
保
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
成
り

立
っ
て
い
な
い
。「
注
意
体
制
」

で
は
課
長
や
出
張
所
長
が
出
勤

し
て
も
、
事
務
方
の
解
釈
で
手

当
が
出
な
い
な
ど
職
場
実
態
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
冬

の
福
井
豪
雪
に
対
し
て
、
代
議

員
（
福
井
）
か
ら
健
康
管
理
や

手
当
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
ら
か

じ
め
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
問
題
が
あ
っ
た
と
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

委員長 岩本　年正 静岡

副委員長 笠井　良彦 沼津

副委員長 磯村　敬吾 名国

副委員長 上野　好隆 三重

副委員長 大矢　健司 下流

副委員長 竹内　寛幸 天ダム

事務局長 杉山　佳幸 庄内川

事務局次長 塩冶　康人 上流

事務局次長 山本　幸広 三重

中部支部

執行委員長 鳥屋部　勝弘 三陸国道

副委員長 渡邉　　茂徳 福島河川国道

事務局長 藤原　孝徳 山形河川国道

事務局次長 大槻　金二 専従

東北支部
執行委員長 金子　雄司 北陸技術

副執行委員長 喜多　　昇 新潟国道

副執行委員長 羽深　圭一 新潟国道

副執行委員長 渡邉　　均 羽越河川国道

副執行委員長 大井　哲哉 河川部

副執行委員長 笠原　和仁 信濃川河川

副執行委員長 原　　俊彦 阿賀川河川

事務局長 森田　義一 阿賀川河川

事務局次長 池田　義一 信濃川河川

事務局次長 焼田　　聡 長岡国道

北陸支部

委員長 星野　豊 京浜河川

副委員長 中川　順次 専従

副委員長 西澤　純夫 東京外かく

副委員長 上林　喜美夫 京浜河川

事務局長 小林　治 江戸川河川

事務局次長 安藤　勇 大宮国道

関東支部

３１１号（2） 国交管ユニオンニュース ２０１８年 ７月９日

委員長 西野　直均 和歌山

副委員長 竹沢　幸英 京都

副委員長 石鍋　一文 滋賀

副委員長 深澤　洋二 豊岡

副委員長 今江　悟 滋賀

副委員長 竹井　宏和 兵庫

事務局長 小原　良一 琵琶湖

事務局次長 荒木　孝朋 兵庫

事務局次長 加藤　正己 京都

近畿支部

紙
面
の
都
合
に
よ

り
中
国
・
四
国
・

九
州
・
地
理
支
部

の
報
告
は
次
号
に

掲
載
し
ま
す


